
開学20周年記念式典
湖風夏祭
ホームカミングパーティ
突撃！ jimanな先生
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大学院入学試験（環境科学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（環境科学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（環境科学研究科博士後期課程）

夏季休業終了

後期授業開始

第5回就職セミナー（就職活動本番準備セミナー）

祝日授業日（月曜日科目）

大学院入学試験（人間文化学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（人間文化学研究科博士前期課程）

大学院入学試験（人間看護学研究科修士課程）

第6回就職セミナー（就職活動体験談発表）

月曜授業日

大学祭前日準備（全学休講）

大学祭「湖風祭」

大学祭「湖風祭」

大学祭後後片付け（全学休講）

第7回就職セミナー（業界研究、会社の見方・調べ方）

特別選抜試験

第8回就職セミナー（ES対策セミナーと模擬テスト）

第9回就職セミナー（職種研究）

TOEIC試験

第10回就職セミナー（GDセミナー）

第11回就職セミナー（面接対策セミナー）

第12回就職セミナー（学内業界研究会事前説明会）

冬季休業開始

冬季休業終了

調整期間（集中講義）（～7日）

業界企業研究会（～14日）

月曜授業日

センター試験前日準備（全学休講）

大学入試センター試験

大学入試センター試験
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特集

今回のテーマは「祝！県大開学20周年」

1995年の開学から20周年を迎えた県大。

20周年記念式典やホームカミングパーティー、

また同日に開催の湖風夏祭には、

多くの方々が参加されました。

これまでの歩みを卒業生の方々や先生の声を通して

振り返り、県大の良さを再発見しました。

そこで今回は開学から20周年という節目から、

新たな一歩を踏み出す県大に迫ってみましょう。

祝！県大開学20周年
20周年記念式典

うみ かぜ なつ まつり

滋賀県立大学広報誌「県大 jiman」は県大が持つキラ
リと光る「jiman」なところを紹介する広報誌です。「県
大 jiman は今年で創刊 9 年目を迎えました。
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ええかげん夢から覚めて
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（地域文化学科１回生　小林真紀子）



滋賀県内のふるさと絵図 歴代キャンパスガイド 政所茶レン茶 ー゙のメンバー 飲み物や食べ物が振る舞われた会場 短大時代からの歴史展示「湖風」を販売する学生 大学の将来を語る山折氏

滋賀県立大学開学20周年記念式典

日時　2015年6月6日（開学記念日）

会場　滋賀県立大学　交流センター

ほ

じ
ょ
う

　
式
典
終
了
後
、
ホ
ワ
イ
エ
に
会

場
を
移
し
、
全
学
祝
賀
会
が
行
わ

れ
た
。
会
場
は
、
生
活
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
学
生
や
地
域
の
方
の
協
力

に
よ
っ
て
、
県
大
な
ら
で
は
の
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
デ
ザ
イ

特
別
記
念
講
演
会

開
学
記
念
式
典

祝
賀
会

　
記
念
式
典
は
３
部
構
成
で
行
わ

れ
た
。
ま
ず
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
記
念
講
演
、
つ
づ
い
て
記
念

式
典
、
そ
の
後
同
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ

エ
に
会
場
を
移
し
、
全
学
祝
賀
会

（Tea Party

）
が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
記
念
講
演
と
し
て
、
山

折
哲
雄
（
や
ま
お
り
て
つ
お
）
氏

に
よ
る
『
岐
路
に
立
つ
大
学
ー
個

と
「
ひ
と
り
」
ー
』
が
行
わ
れ

た
。
山
折
氏
は
宗
教
学
者
で
、
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
名

誉
教
授
で
も
あ
る
。
本
学
で
は
平

成
８
年
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
人

間
学
「
民
族
と
宗
教
」
の
講
義
を

担
当
さ
れ
て
い
る
。

　
山
折
氏
の
講
演
で
は
「
昨
年
、

消
滅
可
能
性
自
治
体
が
発
表
さ
れ

た
。
政
府
は
地
方
創
生
を
強
調

し
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
も
学
生

が
減
少
す
れ
ば
厳
し
い
時
代
と
な

る
。

　
先
人
た
ち
は
ひ
と
つ
の
こ
と
を

決
定
す
る
に
し
て
も
寄
合
で
の
徹

底
的
な
話
し
合
い
に
多
く
の
時
間

を
費
や
し
て
い
た
。
ス
ピ
ー
ド
を

求
め
ら
れ
る
現
代
で
は
あ
る
が
、

私
た
ち
は
今
こ
そ
、
先
人
た
ち
の

手
法
を
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
地
方
創
生
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

極
論
で
は
あ
る
が
、
大
学
が
消
滅

の
可
能
性
の
あ
る
自
治
体
を
買

い
取
り
、
そ
こ
に
教
員
や
学
生

を
住
ま
わ
せ
、
民
主
主
義
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
行
政
、
政

治
、
経
済
、
教
育
、
福
祉
等
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
を
現
地
の
人
々

と
話
し
合
い
、
一
か
ら
作
り
上

げ
る
と
い
っ
た
思
い
切
っ
た
行

動
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か

…

」
な
ど
斬
新
な
視
点
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
会
場
で
は
引
き
続
き
記
念
式

典
が
行
わ
れ
た
。
本
学
学
長
か

ら
の
式
辞
が
あ
り
、
滋
賀
県
知

事
を
は
じ
め
県
議
会
議
長
、
彦

根
市
長
か
ら
祝
辞
が
送
ら
れ

た
。
会
場
に
は
、
県
内
市
町
長

や
行
政
関
係
者
、
県
内
外
の
大

学
関
係
者
が
来
賓
と
し
て
招
待

さ
れ
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
ま

た
、
本
学
卒
業
生
や
学
生
、
教

職
員
、
地
元
住
民
の
方
々
な
ど

約
300
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
　

記
念
式
典

　
祝
賀
会
会
場
に
は
県
大
と

様
々
な
地
域
と
の
関
わ
り
の
歴

史
を
感
じ
る
展
示
が
並
ん
だ
。

　
「
県
内
の
ふ
る
さ
と
絵
図
（
絵

屏
風
）
」
は
、
人
々
の
五
感
体
験

滋賀県立大学は２０周年。
人にたとえると成人式を迎える年齢です。
６月６日の開学記念日に合わせ、
開学２０周年記念式典が交流センターで開催され、
本学でははじめての開学記念式典となりました。

ン
さ
れ
、
開
学
20
周
年
を
祝
う
食

べ
物
や
飲
み
物
が
振
る
舞
わ
れ

た
。

　
そ
の
一
つ
で
会
場
の
方
々
の
喉

を
潤
し
た
「
政
所
茶
」
は
、
石
田

三
成
が
幼
少
の
頃
、
豊
臣
秀
吉
に

出
し
た
「
三
献
茶
」
と
し
て
有
名

で
あ
る
。
会
場
で
こ
の
お
茶
を
提

供
し
た
「
政
所
茶
レ
ン゙
茶
ー
（
ま

ん
ど
こ
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
」

は
、
東
近
江
市
政
所
町
に
て
「
茶

作
り
・
情
報
発
信
・
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
」
を
３
本
の
軸
と
し
て
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
学
学
生
が
商
品
企
画

か
ら
販
売
促
進
ま
で
手
が
け
る
日

本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
湖
風
」

も
会
場
で
販
売
さ
れ
、
記
念
式
典

の
お
土
産
と
し
て
好
評
だ
っ
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
大
の
圃

場
で
原
料
米
「
日
本
晴
」
の
栽

培
・
収
穫
の
後
、
酒
蔵
で
の
研

修
、
酒
の
味
を
決
め
る
原
酒
の
利

き
酒
な
ど
を
経
て
、
毎
年
純
米
大

吟
醸
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

を
も
と
に
地
域
に
お
け
る
人
と

自
然
の
物
語
や
、
風
土
に
根
差

し
た
暮
ら
し
の
記
憶
を
、
地
域

の
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
方
の

力
で
一
枚
の
絵
と
し
て
表
現
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
を

制
作
し
活
用
す
る
一
連
の
手
法

は
心
象
図
法
と
呼
ば
れ
、
本
学

教
員
の
教
育
研
究
・
地
域
連
携

活
動
の
中
で
開
発
さ
れ
た
。
こ

の
手
法
は
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
継
承
し
、
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
し
、
過
去
の

歩
み
を
踏
ま
え
て
地
域
の
未
来

を
描
く
独
創
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　
「
歴
代
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ

ド
」
で
は
開
学
時
か
ら
の
大
学

案
内
が
並
び
、
手
に
取
っ
た
方

は
各
々
に
県
大
の
成
長
の
軌
跡

を
振
り
返
っ
て
い
た
。

　
記
念
式
典
当
日
は
、
湖
風
夏

祭
（
う
み
か
ぜ
な
つ
ま
つ
り
）

が
同
時
に
開
催
さ
れ
、
学
生
主

体
の
催
し
が
式
典
に
華
を
添
え

た
。
式
典
の
途
中
に
は
サ
プ
ラ

イ
ズ
で
湖
風
祭
実
行
委
員
会
に

よ
る
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

学
生
や
湖
風
夏
祭
の
来
場
者
も

一
緒
に
な
り
県
大
の
20
周
年
を

大
い
に
祝
う
日
と
な
っ
た
。
　

滋賀県立大学
開学20周年記念式典

軌
跡

0304 KENDAI JIMAN 20 years Anniversary



第18回湖風夏祭
湖風夏祭の季節がやって
きました。
今年のテーマは「わ」。
輪・環・和、３つの言葉
を盛り込んで
県大中が活気に包まれた
1日となりました。
その魅力を少しでも伝え
られるように、今回も
jiman スタッフが取材し
てきました。
中でも２つの団体をピック
アップしてお届けします！

竹
箸
作
り
体
験
ブ
ー
ス　

 

by
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
回
ス
タ
ッ
フ
は
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
竹
箸
作
り
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
使
用
す
る
の
は
こ
ち
ら

の
竹
！
こ
の
竹
を
ナ
イ
フ
で

ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
に

削
っ
て
や
す
り
で
磨
く
と
、

つ
る
つ
る
し
た
立
派
な
箸
が

完
成
し
ま
す
。
周
り
の
人
た

ち
と
話
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
竹
箸
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
、
過
ご
し
や
す
い
空
間
で
し
た
。

ま
た
、
作
っ
た
お
箸
を
は
し
レ
ン
タ
ル
ブ
ー
ス

に
持
っ
て
い
く
と
、
模
擬
店
の
お
得
券
が
も
ら

え
る
ん
で
す
！

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
内
の

生
態
調
査
や
、
犬
上
川
の
竹
林
伐
採
、
野
洲
川

の
整
備
な
ど
、
自
然
に
関
わ
る
活
動
を
し
て
い

る
団
体
だ
そ
う
で
す
。
興
味
を
も
っ
た
分
野
に

自
由
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
エ
コ
キ
ャ
ン
の
魅

力
だ
と
か
。

「
お
箸
」
と
い
う
身
近
な
道
具
か
ら
環
境
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
と
い
う
の
も
、
エ
コ
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

で
す
ね
！

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
出
店

by
人
間
関
係
学
科
有
志

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
学
生
が
参
加
す
る
の

は
珍
し
い
こ
と
だ
と
か
。
そ
こ
で
、
今
年
は
じ

め
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
た
学
生
に

お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ　�

参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
？

Ａ　�

も
と
も
と
趣
味
で
作
品
を
作
っ
て
い
て
、
そ

の
更
な
る
向
上
の
た
め
に
も
、
お
客
さ
ん
や

作
家
さ
ん
と
お
話
で
き
る
フ
リ
マ
が
良
い
機

会
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ　�

や
っ
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
？

Ａ　�

参
加
者
の
方
々
と
お
話
す
る
中
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
け
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
褒
め
て
も
ら
っ
た

り
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
た
り
し
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 	

学
生
た
ち
の
作
品
は
と
て
も
好
評
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
県

大
の
フ
リ
マ
の
輪
が
よ
り
広
が
っ
て
い
く
と
い

い
で
す
ね
！

竹箸を作るスタッフ学生たちの作品

ステージ企画で
盛り上がりは最高潮！

夜の県大も
とっても綺麗！

着物姿が
似合ってます！

お化け屋敷、 謎解
きゲーム、 コント講演
など、楽しい企画が
たくさん！
食べ物もおいしかっ
たよ！

0506 KENDAI JIMAN 特集 : 湖風夏祭



                 

学部学科の垣根が低いため他学
部他学科の交流がある！地元の行
政や民間企業の人など学外の人
が県大生をかわいがってくれる。

部活で地域の人と関わる機会が
あった事。たとえば、吹奏楽部
では演奏会を頼まれたり打ち合
わせをすることなどしていた。

ホーム カミング パーティ
開学20周年式典と並行し、3学部ではホームカミングパーティが行われました。
ホームカミングパーティとは卒業生を母校にお招きし、
食事をしながら同窓生と楽しんでもらうイベントです。
この機会に、先輩たちから貴重なお話を聞いてきました！

0708 KENDAI JIMAN 特集 :Home Coming Party



今回のjimanな先生は、理事・副学長で人間文化学部地域文化学科教授の濱﨑一志先生です。
私たちが知らない20年前の県大の様子、開学時からの一教員としての想いに迫ります。

「
柱
の
跡
」
だ
け
、
よ
り
も
建
物
が

そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
っ
て
い
る
状

態
の
方
が
は
る
か
に
面
白
い

濱
﨑
先
生
の
研
究
分
野
は
建
築
史
。
そ
の

中
で
も
、
町
並
み
保
存
と
考
古
学
を
研
究
・

調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
。

自
分
た
ち
で
デ
ー
タ
を
集
め
る
中
で
今
ま

で
な
か
っ
た
デ
ー
タ
が
出
て
く
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
魅
力
を
感
じ
た
そ
う
だ
。
先
生

の
調
査
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
日
本
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
海
外
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
大
学

院
時
代
に
は
、
イ
ラ
ク
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の

紀
元
前
３
０
０
０
年
頃
の
煉
瓦
の
建
物
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
仏
教
寺
院
、
そ
し
て
、
シ
リ
ア

の
パ
ル
ミ
ナ
に
あ
る
ロ
ー
マ
の
植
民
都
市
の

建
物
を
調
査
し
て
い
た
と
か
。
い
ず
れ
も
現

在
は
国
内
情
勢
の
不
安
定
な
場
所
だ
が
、
そ

の
よ
う
に
な
る
前
に
調
査
に
行
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。「
い
や
、
別
に
そ
ん
な
こ
と
は
何

も
考
え
て
い
な
い
で
す
ね
（
笑
）
調
査
が
終

わ
っ
た
頃
に
保
存
と
か
を
し
て
帰
る
と
、
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
」

日
本
で
は
、
例
え
ば
建
物
の
「
柱
の
跡
」

し
か
残
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
が
、
海

外
で
は
そ
の
建
物
の
現
物
が
残
っ
て
い
る
。

き
っ
と
後
者
の
方
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
間

違
い
な
し
！

理
事
と
し
て
考
え
る
、
地
域
連
携

開
学
20
周
年
を
迎
え
る
今
年
度
か
ら
新
た

に
県
大
の
理
事
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
濱

﨑
先
生
。
理
事
の
仕
事
と
し
て
は
、
地
域
連

携
を
担
当
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
県
大
の
学

部
・
大
学
院
で
の
、
※
近
江
楽
士
・
近
江
環
人
・

Ｃ
Ｏ
Ｃ
（
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

と
い
っ
た
、
地
域
に
根
差
し
た
教
育
研
究
が

そ
れ
に
あ
た
る
。
近
年
、
こ
れ
ま
で
担
っ
て

き
た
教
育
・
研
究
だ
け
で
な
く
、
地
域
連
携

も
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。「
た
だ
単

に
地
域
に
行
っ
て
楽
し
く
何
か
を
や
っ
て
く

る
だ
け
で
な
く
、
教
育
・
研
究
の
一
環
と
し

て
、
ち
ゃ
ん
と
得
る
も
の
は
得
な
が
ら
、
自

分
の
研
究
や
発
想
に
生
か
せ
る
よ
う
に
色
々

考
え
る
。
そ
れ
が
大
学
の
地
域
連
携
で
す
。

も
ち
ろ
ん
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
も
大

事
な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
行
く
と
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
」

県
大
の
学
生
の
傾
向
今
昔

こ
の
大
学
の
学
生
は
他
大
学
の
学
生
に
比

べ
て
考
え
方
や
発
想
が
素
直
。
先
生
に
と
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
学
生
と
教
育
・
研
究
を
す

る
の
は
楽
し
い
そ
う
だ
。

ま
た
、
以
前
は
滋
賀
・
岐
阜
県
出
身
者
に

三
世
代
同
居
を
し
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た

ら
し
い
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
そ
の
よ
う
な

学
生
は
祖
父
母
世
代
か
ら
人
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
生
活
ス
キ
ル
（
家
事
を
す
る
時

の
知
恵
、
挨
拶
な
ど
）
を
受
け
継
い
で
い
た

と
か
。
最
近
で
は
核
家
族
化
が
進
み
、
そ
の

よ
う
な
学
生
が
減
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

「
生
活
ス
キ
ル
が
あ
る
と
、
調
査
に
赴
い

た
時
に
人
と
の
話
し
方
や
対
応
の
仕
方
が
手

慣
れ
て
い
ま
す
」

開
学
20
周
年
と
い
う
こ
と
で
学
生

の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

「
20
年
と
い
う
の
は
長
い
よ
う
で
短
い
で

す
が
、
み
な
さ
ん
こ
こ
で
４
年
間
な
り
６
年

間
な
り
過
ご
し
て
い
か
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

若
い
大
学
で
す
が
、
理
事
な
ら
び
に
教
員
・

職
員
を
始
め
、
開
学
時
の
柔
軟
さ
を
忘
れ
ず

に
や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
柔

軟
さ
を
根
底
に
、
守
る
べ
き
こ
と
は
守
っ
て

育
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

※�

近
江
楽
士
…
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
近
江
楽

士（
地
域
学
）副
専
攻
の
こ
と
。地
域
で
実
践
的
に
学
ぶ
こ

と
で
”ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
“を
養
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。修

了
す
る
と「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー（
近
江
楽

士
）」の
称
号
が
授
与
さ
れ
る
。平
成
27
年
度
か
ら
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

※�

近
江
環
人
…
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
近
江
環
人  

地
域
再
生
学
座
の
こ
と
。地
域
再
生
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

人
材「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト（
近
江
環
人
）」を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。現
在
ま
で

に
約
１
０
０
人
を
輩
出
し
た
。

※�

Ｃ
Ｏ
Ｃ
…
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
の
こ
と
。本
学
で
は

平
成
25
年
度
に
採
択
を
受
け
、今
年
度
か
ら
全
学
で
地
域

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

理事席にて

▲右下の更地が現在の交流センターの場所にあたる。開
学時にはまだなかったため、入学式は体育館で行われた。
（ちなみに、現在の入学式の会場である、ひこね市文化
プラザができたのは1997年。県大開学から2年後だ）

▲▼県大とその周辺の町並み。水田と住宅街に囲まれた
のどかな立地であるのは、今も昔も変わらない。

▲

中央、コンクリートのカーブ状に
なっているのが、水が張られる前の
環濠だ。まさに工事現場そのもの
……。

20年……
この長いようで短い月日を見つめて

今回、濱﨑先生から開学当時の
写真が多数収められたアルバム
をお借りしました！

開学当時の写真の元のフィルム

濱﨑一志先生 県大開学当初の様子を語る濱﨑先生

0910 KENDAI JIMAN 突撃！ jiman な先生



２０年分の音を奏でよう

After School
Report

アコ部の雰囲気を代表するかのように４人の雰囲気は温かい

どこでも弾けちゃう自由な音楽は
聴いているとなんだか落ち着く

人間看護学科
２回生　
沖村星香さん
「自由」

　
設
立
２０
周
年
を
迎
え
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
き
た
い
で
す

か
？

　「
２０
年
も
続
い
た
と
い
う
こ
と
は
必
要
と
さ
れ
て

い
る
、
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
歴
史
に
肉
付
け
す
る
よ
う

に
、
僕
達
は
『
新
し
い
こ
と
（
学
外
活
動
な
ど
）』

に
挑
戦
し
て
、
県
大
の
凄
さ
や
温
か
さ
を
地
域
の

人
や
後
世
に
魅
せ
た
い
で
す
ね
。」

　
そ
う
述
べ
た
目
片
さ
ん
達
の
意
志
は
強
く
、
こ

れ
か
ら
の
ア
コ
部
や
県
大
を「
自
由
な
音
楽
」と「
温

か
い
笑
顔
」
で
支
え
る
柱
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　　
最
後
に
こ
れ
だ
け
は
言
っ
て
お
き
た
い

と
い
う
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　
ア
コ
部
に
入
れ
ば
後
悔
し
な
い
！
楽
し
い
こ

と
間
違
い
な
し
！
楽
器
が
弾
け
な
い
、
楽
譜
が

読
め
な
い
は
問
題
じ
ゃ
な
い
。
ま
ず
必
要
な
の

は
「
音
楽
」
と
「
努
力
す
る
自
分
」
と
「
支
え

て
く
れ
る
仲
間
を
好
き
で
い
る
こ
と
」
の
三
つ

だ
け
！

　
気
さ
く
な
笑
顔
で
姿
を
見
せ
て
く
れ
た

の
は
、
代
表
の
３
回
生
・
目
片
友
貴
さ
ん
。

同
じ
く
３
回
生
の
畑
山
貴
広
さ
ん
、
２
回
生
の

沖
村
星
香
さ
ん
と
西
川
佳
那
さ
ん
も
交
え
て

早
速
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
と
は
？

　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
電
子
機
器
等
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
、
好
き
な
時
に

好
き
な
場
所
で
好
き
な
楽
器
を
「
ナ
マ
音
」
で

演
奏
で
き
る
自
由
な
音
楽
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
を
は
じ
め
、エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、ベ
ー
ス
、

ド
ラ
ム
に
マ
ラ
カ
ス
、
ボ
ン
ゴ
ま
で
様
々
な

楽
器
を
使
用
し
県
大
一
の
楽
器
所
有
だ
と
か
！

　　
ア
コ
部
に
入
っ
て
成
長
し
た
と
思
え
る
こ

と
は
？

　「
人
前
で
行
動
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
少
な
く
な
っ

た
の
も
ひ
と
つ
。
プ
ロ
の
バ
ン
ド
を
知
り
、
音
楽
の

世
界
を
知
っ
た
の
も
ひ
と
つ
。
で
も
何
よ
り
、『
自

慢
出
来
る
よ
う
な
人
間
関
係
』
を
築
け
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
す
ね
。」

　
バ
ン
ド
に
は
、
固
定
メ
ン
バ
ー
で
活
動
す
る
主
要

バ
ン
ド
の
ほ
か
に
、
一
度
の
ラ
イ
ブ
ご
と
に
結
成
さ

れ
る
短
期
バ
ン
ド
の
二
つ
が
あ
る
た
め
、
た
く
さ
ん

の
人
と
知
り
合
え
る
。『
部
室
に
行
け
ば
常
に
誰

か
が
い
る
』
何
気
な
い
よ
う
で
素
晴
ら
し
い
、
温

和
で
充
実
し
た
ひ
と
時
を
得
ら
れ
る
空
間
が
ア
コ

部
に
は
保
た
れ
て
い
る
よ
う
だ
。　

アコーステックサウンドクラブ

●部員数／ 105人
（5月末現在）

●活動日時・場所／自由
（バンドごとによる）

●連絡先
HP／
http://acobu.jimdo.com

ア
コ
部
の
好
き
な
と
こ
ろ

　皆
さ
ん
に
ア
コ
部
の
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部室棟の辺りから聴こえてくるのは、自由な音色と愉しそうな笑い声。県大創立時から歴史を刻み、
20周年を迎えた大家族・アコーステックサウンドクラブ（以下アコ部）に密着取材！

生活栄養学科
２回生　
西川佳那さん
「人」

生物資源管理学科
３回生　
畑山貴広さん
「暖かい」

生物資源管理学科
３回生　
目片友貴さん
「エモい」

受
賞・表
彰

︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲

◆
個
人（
教
員
等
）

地
域
共
生
セ
ン
タ
ー	

鵜
飼　

修
准
教
授

　

�

環
境
省「
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
2
0
1
5
」

　
実
行
委
員
会
特
別
賞　

環
境
と
暮
ら
し
特
別
賞

生
物
資
源
管
理
学
科　

上
町　

達
也
准
教
授	

　

園
芸
学
会　
　

年
間
優
秀
論
文
賞

地
域
共
生
セ
ン
タ
ー	

萩
原　

和
准
教
授	

　

農
村
計
画
学
会　
　

奨
励
賞（
論
文
）

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

大
浦　

靖
典
准
教
授

　

日
本
機
械
学
会　

奨
励
賞（
研
究
）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科　

佐
々
木　

一
泰
講
師

　
住
ま
い
の
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド　

大
阪
ガ
ス
賞

◆
個
人（
学
生
）（
学
年
は
受
賞
時
点
）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科	

谷
村　

志
帆（
3
年
）	

　

�

第
13
回「
北
方
領
土
の
日
」ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト　

佳
作
賞

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科	

市
井　

誠
樹（
2
年
）	

　

�

エ
コ
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト「
チ
エ
コ 

2
0
1
4
」

　

ミ
エ
コ（
未
来
に
期
待
す
る
エ
コ
）賞

電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程　

野
間　

翔
太（
1
年
）

　

�（
社
）日
本
非
破
壊
検
査
協
会 

第
18
回
表
面

探
傷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　

新
進
賞

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科	

山
口　

晃
平（
4
年
）	

　

�

2
0
1
5 

第
3
回
国
際
大
会
繊
維
リ
サ

イ
ク
ル
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン	

K
I
T
未
利
用
資
源
有
効
活
用
研
究
セ
ン
タ
ー 

特
別
賞

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科　

疋
田　

享
孝（
３
年
）

　

�

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
×
フ
リ
ー
ダ
ム 

学
生

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
2
0
1
5　

最
優
秀
賞

人
事

︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲
︲

着
任�

平
成
27
年
４
月
１
日
付

廣
川　

能
嗣

理
事（
研
究
・
評
価
担
当
）

濱
﨑　

一
志

理
事（
地
域
連
携
担
当
）

倉
茂　

好
匡

理
事（
教
育
・
学
生
支
援
担
当
）

大
久
保　

卓
也

環
境
科
学
部　

教
授

門
脇　

光
輝

工
学
部　

教
授

中
井　

直
也

人
間
文
化
学
部　

教
授

和
田　

有
朗

環
境
科
学
部　

准
教
授

山
野　

光
裕

工
学
部　

准
教
授

今
井　

絵
理

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

東
田　

一
彦

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

H
A
W
K
E
S　

M
A
R
T
I
N

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

窪
田　

好
恵

人
間
看
護
学
部　

准
教
授

板
谷　

裕
美

人
間
看
護
学
部　

准
教
授

畑　
　

直
樹

環
境
科
学
部　

助
教

田
中　

昂

工
学
部　

助
教

平
山　

智
士

工
学
部　

助
教

伊
藤　

大
輔

工
学
部　

助
教

大
橋　

正
治

工
学
部　

助
教

原　

未
来

人
間
文
化
学
部　

助
教

小
嶋　

友
美

人
間
看
護
学
部　

助
手

	

木
村　

太
治	

事
務
局
次
長

山
田　

正
弘	

総
務
グ
ル
ー
プ　

副
参
事

須
戸　

郁
生	

総
務
グ
ル
ー
プ　

副
参
事

中
川　

良
一	

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ　

副
参
事

郡
田　

晶
子	

教
務
グ
ル
ー
プ　

副
参
事

吉
澄　

哲
政	

総
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹

加
藤　

一
郎	

地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ　

主
査

今
村　

圭
吾	

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ　

主
事

兼
松　

里
織	

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ　

主
事

佐
神　

章
太	

教
務
グ
ル
ー
プ　

主
事

着
任�

平
成
27
年
6
月
10
日
付

平
山　

琢
二

環
境
科
学
部　

准
教
授

所
属
替
え�

平
成
27
年
４
月
１
日
付

前
田　

正
志	

教
務
グ
ル
ー
プ　

主
幹	

	

（
財
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

矢
野　

圭
昭	

財
務
グ
ル
ー
プ　

副
主
幹	

	

（
教
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

林　

周	
財
務
グ
ル
ー
プ　

主
査	

	
（
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

玉
井　

大
輔	

総
務
グ
ル
ー
プ　

主
任
主
事	

	

（
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

青
笹　

千
絵	

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ　

主
任
主
事

	

（
教
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
）

退
職�

平
成
27
年
３
月
31
日
付

菊
池　

潮
美	

理
事（
教
育
・
学
生
支
援
担
当
）

仁
連　

孝
昭	

理
事（
地
域
連
携
担
当
）

布
野　

修
司	

理
事（
研
究
・
評
価
担
当
）

秋
山　

道
雄	

環
境
科
学
部　

教
授

小
谷　

廣
通	

環
境
科
学
部　

教
授

岡
野　

寛
治	

環
境
科
学
部　

教
授

張　
　

晴
原	

環
境
科
学
部　

教
授

上
田　

邦
夫	

環
境
科
学
部　

准
教
授

田
中　

他
喜
男	

工
学
部　

准
教
授

谷
口　

義
治	

工
学
部　

准
教
授

石
田　

法
雄	

人
間
文
化
学
部　

教
授

浦
部　

貴
美
子	

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

篠
原　

岳
司	

人
間
文
化
学
部　

准
教
授

松
本　

行
弘	

人
間
看
護
学
部　

教
授

飯
降　

聖
子	

人
間
看
護
学
部　

教
授

清
水　

房
枝	

人
間
看
護
学
部　

教
授

炭
原　

加
代	

人
間
看
護
学
部　

教
授

山
田　

明	

人
間
看
護
学
部　

教
授

小
沢　

加
奈	

人
間
看
護
学
部　

助
手

藤
川　

剛	

事
務
局
次
長

樋
口　

か
お
る	

総
務
グ
ル
ー
プ　

副
主
幹
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○
ご
あ
い
さ
つ

　
滋
賀
県
立
大
学
は
、
滋
賀
県
立
短
期
大

学
を
再
編
・
発
展
さ
せ
る
形
で
、
新
た
に

４
年
制
大
学
と
し
て
平
成
７
年
（
１
９
９

５
年
）
に
開
学
し
、
こ
れ
ま
で
開
か
れ
た

大
学
と
し
て
、
未
来
を
志
向
し
た
高
度
な

学
芸
と
、
悠
久
の
歴
史
や
豊
か
な
自
然
、

風
土
に
培
わ
れ
た
文
化
を
深
く
教
授
研

究
す
る
と
と
も
に
、
未
知
の
時
代
を
切
り

拓
く
広
い
視
野
と
豊
か
な
創
造
力
、
先
進

的
な
知
識
、
技
術
を
有
す
る
有
為
の
人
材

を
養
成
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
開
学
か
ら
20
年
を
迎

え
、
少
子
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
進

展
に
よ
り
本
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。本
学
も
平
成
18
年

（
２
０
０
６
年
）に
公
立
大
学
法
人
化
し
、機

動
力
の
あ
る
自
律
的
な
大
学
運
営
を
め

ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
本
学
で
は
、
環

境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
社
会

の
期
待
に
応
え
る
大
学
運
営
を
行
う
た

め
に
中
長
期
的
な
目
標
・
戦
略
を
定
め

る
こ
と
と
し
、
先
に
平
成
32
年
（
２
０
２

０
年
）
ま
で
に
本
学
が
め
ざ
す
べ
き
目
標

を
定
め
た
将
来
構
想
「
U
S
P
2
0
2
0

ビ
ジ
ョ
ン
」 

を
策
定
し
、教
育
、研
究
、社

会
貢
献
お
よ
び
国
際
化
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
学
で
は
、
こ
の
「
U
S
P
2
0
2
0

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
達
成
に
不
可
欠
な
安
定
し

た
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
、
授
業

料
な
ど
の
学
生
納
付
金
や
滋
賀
県
か
ら

交
付
さ
れ
る
運
営
費
交
付
金
に
加
え
、
科

学
研
究
費
補
助
金
や
そ
の
他
の
競
争
的

外
部
資
金
の
獲
得
に
全
学
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、
昨
今
の
厳
し
い
地
方
財
政
や
経
済
状

況
の
も
と
、
特
に
、
地
域
社
会
が
求
め
る

優
秀
な「
人
財
」の
育
成
の
た
め
に
は
、こ

れ
ま
で
以
上
に
多
様
で
持
続
的
な
資
金

調
達
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
（
２
０
１
５
年

度
）
に
開
学
20
周
年
を
迎
え
る
の
を
機

に
、
広
く
学
内
外
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご

支
援
を
仰
ぎ
、地
域
で
活
躍
す
る「
人
財
」

を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
学
生
支
援

や
教
育
環
境
の
充
実
を
目
的
と
す
る
基

金
「
滋
賀
県
立
大
学
未
来
人
財
基
金
」
を

設
立
し
、
末
永
く
、
未
来
を
担
う「
人
財
」

の
育
成
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。今
後
と
も
、
全
教
職
員
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
重
責
を
自
覚
し
、

「
U
S
P
2
0
2
0
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
描
く

本
学
が
め
ざ
す
べ
き
大
学
像
の
実
現
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
滋
賀
県
立
大
学
が
未
来
に
わ
た
っ
て

学
生
・
卒
業
生
・
地
域
・
県
民
の
み
な

さ
ま
に
愛
さ
れ
、
地
域
の
知
の
拠
点
と
し

て
魅
力
あ
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
本
基
金
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
賛
同

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

公
立
大
学
法
人
滋
賀
県
立
大
学
理
事
長・学
長

大
田
　
啓
一

＊「
U
S
P
2
0
2
0
ビ
ジ
ョ
ン
」の
詳
細 

　 

は
左
記
の
U
R
L
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.usp.ac.jp/user/usp/

kikin/shouraikousou.pdf

○
寄
附
金
の
振
込
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
お
願
い

し
ま
す
。

　
ご
寄
附
は
何
回
で
も
可
能
で
す
。寄
附
者

様
ご
と
に
累
計
し
て
管
理
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
寄
附
金
の
入
金
を
確
認
後
、本
学
が
発
行

す
る「
寄
附
金
領
収
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

⑴
金
融
機
関
窓
口（
銀
行
、郵
便
局
）で
の

　
振
込

　
本
学
所
定
の
①
振
込
用
紙
（
銀
行
）
ま
た

は
②
払
込
取
扱
票
（
郵
便
局
）
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
銀
行
で
お
振
り
込
み
の
場
合
は
、恐
れ
入

り
ま
す
が
ご
寄
附
い
た
だ
く
金
額
か
ら
手

数
料
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
振
込
み
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。郵

便
局
で
お
振
込
み
い
た
だ
く
場
合
の
手
数

料
は
、
本
学
が
負
担
し
ま
す
。振
込
用
紙
等

が
必
要
な
方
は
基
金
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

⑵
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、Pay-easy

　

　ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
の
振
込

　
本
学
寄
附
金
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

usp.ac.jp/kikin/

）
よ
り
手
続
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
関
係
上
、
千
円
単
位
の
ご

寄
附
額
と
な
り
ま
す
。

○
個
人
情
報
の
お
取
り
扱
い

　
本
基
金
の
た
め
に
ご
提
供
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
、
寄
附
金
収
受
業
務
及
び

寄
附
募
集
に
関
す
る
業
務
の
ほ
か
、
本
学

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
ご
連

絡
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
み
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先
　

滋
賀
県
立
大
学
財
務
グ
ル
ー
プ

（
基
金
事
務
局
）

〒
522
ー
8533  

彦
根
市
八
坂
町
２
５
０
０

TEL 

０
７
４
９
ー
2
8
ー
８
２
１
３
・
８
２
１
４

FAX 

０
７
４
９
ー
2
8
ー
８
４
７
１  

　 kikin@
offi
ce.usp.ac.jp

URL http://w
w
w
.usp.ac.jp/kikin/

○活用目的

主に本学における学生支援（留学生を含む）や教育の拡充のために活用させていただきます。

●奨学事業　　　　　（留学支援、優秀学生への奨学金など）
●学生支援事業　　　（就職支援、学生生活支援、地域活動支援など）
●教育環境改善事業　（教育施設の改修、整備など）
●卒業生との交流事業（情報提供、20周年記念事業など）

＊

「知と実践力をそなえた人が育つ大学」
をめざしてご支援のお願い

未　来　人　財　基　金
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